
身体の機能が低下すると、運転に必要な情報が取れず、思いも寄ら

ない結果を招くことがあります。

加齢による運転特性を理解し、安全運転を心がけましょう。

・ 信号機や一時停止の標識などを「うっかり」見落とすことが多い。

・ 「相手が止まってくれるだろう」という判断の甘さがある。

・ 相手を早く発見しても、判断ミスで対応が遅れる。

・ 車間距離を十分とり、運転中に考え事をしない。

・ 見通しがよく、交差点が少ない道路を選ぶなど安全なルートを

通行する。

・ 運転前に体調の確認を必ず行って、病気や服薬の状況によっては、

運転を控える。

・ 交差点を通過するときは、意識的に顔を左右に向け、安全確認

を十分に行う。

特に、右折時は、対向直進の二輪車、自転車や歩行者との事故

及び、左折時の歩行者や自転車の巻き込み事故に注意。

運転に不安がある方、又は、家族の運転に

不安がある方は・・

安全運転相談窓口（＃８０８０）まで！
シヤープ ハレバレ

～ 高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止 ～
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